
議案第４４号 

   さいたま市介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営の基準に関する条例の

一部を改正する条例の制定について 

さいたま市介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営の基準に関する条例の一部

を改正する条例を次のように定める。 

  平成３１年２月６日提出 

さいたま市長 清 水 勇 人 

さいたま市介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営の基準に関する条例の

一部を改正する条例 

さいたま市介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営の基準に関する条例（平成

３０年さいたま市条例第２９号）の一部を次のように改正する。 

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、

改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。 

 改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を当

該改正後部分に改める。 

 改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。 

 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 

（利用料等の受領） （利用料等の受領） 

第１４条 ［略］ 第１４条 ［略］ 

２ ［略］ ２ ［略］ 

３ 介護医療院は、前２項の支払を受ける額のほか、

 次に掲げる費用の額の支払を受けることができる。

３ 介護医療院は、前２項の支払を受ける額のほか、

 次に掲げる費用の額の支払を受けることができる。

  ・  ［略］   ・  ［略］ 

 省令第１４条第３項第３号に規定する厚生労

働大臣の定める基準に基づき入所者が選定する

特別な療養室の提供を行ったことに伴い必要と

なる費用 

 厚生労働大臣の定める基準に基づき入所者が

選定する特別な療養室の提供を行ったことに伴

い必要となる費用 

 省令第１４条第３項第４号に規定する厚生労

働大臣の定める基準に基づき入所者が選定する

特別な食事の提供を行ったことに伴い必要とな

る費用 

 厚生労働大臣の定める基準に基づき入所者が

選定する特別な食事の提供を行ったことに伴い

必要となる費用 

  ・  ［略］   ・  ［略］ 

４・５ ［略］ ４・５ ［略］ 

（衛生管理等） （衛生管理等） 



第３３条 ［略］ 第３３条 ［略］ 

２ ［略］ ２ ［略］ 

３ 介護医療院の管理者は、次に掲げる業務を委託

する場合は、医療法施行規則第９条の８、第９条

の９、第９条の１２、第９条の１３、別表第１の

２及び別表第１の３、臨床検査技師等に関する法

律施行規則（昭和３３年厚生省令第２４号）第１

２条並びに臨床検査技師、衛生検査技師等に関す

る法律施行規則の一部を改正する省令（平成１８

年厚生労働省令第７５号）附則第２条の規定によ

りなおその効力を有することとされた同令による

改正前の臨床検査技師、衛生検査技師等に関する

法律施行規則第１２条の規定を準用する。この場

合において、医療法施行規則第９条の８第１項中

「法第１５条の３第１項第２号の病院、診療所又

は前条の施設（施設告示第４号に定める施設を除

く。）における厚生労働省令で定める基準」とあ

るのは「病院、診療所又は臨床検査技師等に関す

る法律第２０条の３第１項の規定に基づき厚生労

働大臣が定める施設（昭和５６年厚生省告示第１

７号。次項において「施設告示」という。）に定

める施設（第４号に掲げる施設を除く。）におけ

 る検体検査の業務（さいたま市介護医療院の人員、

 施設及び設備並びに運営の基準に関する条例（以

下「基準条例」という。）第３３条第３項第１号

の規定による検体検査の業務をいう。次項におい

 て同じ。）の適正な実施に必要なものの基準」と、

 同条第２項中「法第１５条の３第１項第２号の前

条の施設（施設告示第４号に定める施設に限る。

）における厚生労働省令で定める基準」とあるの

は「施設告示第４号に掲げる施設における検体検

査の業務の適正な実施に必要なものの基準」と、

第９条の９第１項中「法第１５条の３第２項の規

定による医療機器又は医学的処置若しくは手術」

とあるのは「基準条例第３３条第３項第２号の規

定による医療機器又は医学的処置」と、第９条の

１２中「法第１５条の３第２項の規定による第９

条の８の２に定める医療機器」とあるのは「基準

条例第３３条第３項第３号の規定による医薬品医

療機器等法第２条第８項に規定する特定保守管理

医療機器」と、第９条の１３中「法第１５条の３

第２項の規定による医療」とあるのは「基準条例

第３３条第３項第４号の規定による医療」と、臨

床検査技師等に関する法律施行規則第１２条第１

項中「法第２０条の３第２項の厚生労働省令で定

める基準」とあるのは「さいたま市介護医療院の

人員、施設及び設備並びに運営の基準に関する条

例第３３条第３項第１号の規定による検体検査の

業務の適正な実施に必要なものの基準」と、臨床

検査技師、衛生検査技師等に関する法律施行規則

３ 介護医療院の管理者は、次に掲げる業務を委託

する場合は、医療法施行規則第９条の８、第９条

の９、第９条の１２、第９条の１３、別表第１の

２及び別表第１の３の規定を準用する。この場合

において、同令第９条の８第１項中「法第１５条

の３第１項第２号の病院、診療所又は前条の施設

（施設告示第４号に定める施設を除く。）におけ

る厚生労働省令で定める基準」とあるのは「病院、

 診療所又は臨床検査技師等に関する法律第２０条

の３第１項の規定に基づき厚生労働大臣が定める

施設（昭和５６年厚生省告示第１７号。次項にお

いて「施設告示」という。）に定める施設（第４

号に掲げる施設を除く。）における検体検査の業

務の適正な実施に必要なものの基準」と、同条第

２項中「法第１５条の３第１項第２号の前条の施

設（施設告示第４号に定める施設に限る。）にお

ける厚生労働省令で定める基準」とあるのは「施

設告示第４号に掲げる施設における検体検査の業

務の適正な実施に必要なものの基準」と、第９条

の９第１項中「法第１５条の３第２項の規定によ

る医療機器又は医学的処置若しくは手術」とある

のは「医療機器又は医学的処置」と、第９条の１

２中「法第１５条の３第２項の規定による第９条

の８の２に定める医療機器」とあるのは「医薬品

医療機器等法第２条第８項に規定する特定保守管

理医療機器」と、第９条の１３中「法第１５条の

３第２項の規定による医療」とあるのは「医療」

と読み替えるものとする。 



の一部を改正する省令附則第２条の規定によりな

おその効力を有することとされた同令による改正

前の臨床検査技師、衛生検査技師等に関する法律

施行規則第１２条第１項中「法第２０条の３第２

項の厚生労働省令で定める基準」とあるのは「さ

いたま市介護医療院の人員、施設及び設備並びに

運営の基準に関する条例第３３条第３項第１号の

規定による検体検査の業務の適正な実施に必要な

ものの基準」と読み替えるものとする。 

  ～  ［略］   ～  ［略］ 

（利用料等の受領） （利用料等の受領） 

第４６条 ［略］ 第４６条 ［略］ 

２ ［略］ ２ ［略］ 

３ ユニット型介護医療院は、前２項の支払を受け

る額のほか、次に掲げる費用の額の支払を受ける

ことができる。 

３ ユニット型介護医療院は、前２項の支払を受け

る額のほか、次に掲げる費用の額の支払を受ける

ことができる。 

  ・  ［略］   ・  ［略］ 

 省令第４６条第３項第３号に規定する厚生労

働大臣の定める基準に基づき入居者が選定する

特別な療養室の提供を行ったことに伴い必要と

なる費用 

 厚生労働大臣の定める基準に基づき入居者が

選定する特別な療養室の提供を行ったことに伴

い必要となる費用 

 省令第４６条第３項第４号に規定する厚生労

働大臣の定める基準に基づき入居者が選定する

特別な食事の提供を行ったことに伴い必要とな

る費用 

 厚生労働大臣の定める基準に基づき入居者が

選定する特別な食事の提供を行ったことに伴い

必要となる費用 

  ・  ［略］   ・  ［略］ 

４・５ ［略］ ４・５ ［略］ 

附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 


